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 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

12（月） 全学年     スポーツの日     

13（火） 全学年 終日 光輝祭準備 

14（水） 全学年 終日 光輝祭準備 

15（木） 全学年 終日 光輝祭準備 

16（金） 全学年 光輝祭 1日目 

17（土） 全学年 光輝祭２日目 

 

mamas café 来週の日替わりランチ  

12（月） 13（火） 14（水） 15（木） 16（金） 

店休日 

ミックスグリル 

青菜の和え物 

スープ 

ハヤシライス 

コールスロー 

スープ 

チャンポン 

しゅうまい 

おにぎり 

カレーライス 

 

（今日のイイね！） 

 

 株式会社イオスコーポレーション様

から生徒さんの皆さんの健康維持に役

立てて欲しいとエアロバイクのご寄贈

を頂きました。大変有難いことです。 

 また入学式卒業式の度に、株式会社

ピエトロ様より立派な胡蝶蘭を頂きま

す。先日の高校生手話パフォーマンス

甲子園全国大会出場に関しては、各社

様よりご寄付を頂きました。 

 このように社会の様々な方々が得難

い理解者・支援者となって立花高校の

生徒さんを応援して下さっています。 

 

親孝行 

先日１０月４日は、亡母キミ子の１４回目の命日でした。１４年前の立花高校にはま

だ秋の入学式がありました。その当日の早朝に、前日まで普通に会話をしていた母

とのあっけないお別れとなりました。それからありとあらゆる対応をして学校にたどり

着いたのは入学式の５分前でした。母を亡くした直後に新入生に「おめでとう」と声

をかけなくてはならなかった感情の起伏が、今でも忘れられません。 

 

さて、今日は別に母とのお別れの話しがしたいのではありません。今日のお題は

「親孝行」です。父は更にその１８年前に亡くなっていましたので、母を亡くした後私

は親孝行をしたくてももうできないものと後悔していました。もっと親孝行したかった

といつも考えていたのです。しかしある時にふと気づいたことがあるのです。 

 

嬉しいことがあったときは仏壇に手を合わせます。すると母の写真が少し笑いかけ

てくれているように感じるのです。逆に悲しいことがあったときも、仏壇に手を合わせ

るのですが、不思議なことに母の写真も悲しげに見えてくるのです。写真は変化しま

せん。私の感情が、写真を介して母とつながっているのだと思います。つまり私と母

は、今でも同じ感情を共有しながら親子の絆を大切に持ち続けているのです。 

 

 私が毎日を楽しく誠実に過ごすことで、天国の両親は安心してくれるのでしょう。喜

んでくれているのでしょう。つまり私が今笑ったり、一生懸命頑張ることは立派な親孝

行なのです。何も特別なことはできません。でも「心の中で大切に想うこと」が一番

の親孝行なのです。それは決して亡くなった相手にだけのことではないですよね。

「周りの人間を大切にしなさい」と言う両親の声が聞こえてきます。私は今でも両親

に抱きしめられています。だからこそ、今日も一日頑張りたいと思うのです。 

 


